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市政だより

昭和56年3月15日 No.916 

人口の動き

2 月 1 日現在

人口計 65，908 + 95 
男 31，679+ 35 
女 34，229+ 60 
世帯数 18，892 + 31 
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ビ‘ニーlレハウスの中は、シイタケの香わしいにおい

で一杯。春 ・秋2回の出荷は栽培する人たちの楽しい

季節である。 ハウスのほかに、雑木林lこ組まれた 、く

ぬ木、は、冷ややかな、しっとり した湿気のなかで.

春の陽を木立ちをフィノレターにして、 シイタケがカサ

を拡げていく。 種うちから 1年。収穫をまつ市場では

新鮮なシイタケをまっている。写真は日泊郷の浦山市

次さん宅で。
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毎月1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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保

険

金

請

求

も

簡

単

し
て
い
ま
す
加
入
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
の
う

え
、
取
り
ま
と
め
の
場
合
は
町

内
会
へ
、
個
人
で
加
入
さ
れ
る

場
合
は
生
活
環
境
課
ま
た
は
近

一踏切{ま確実ιこ停-止を一寸

O 例
年
乙
の
季
節
に

な
る
と
外
出
の
機
会

が
多
く
な
る
た
め
、

線
路
の
通
行
や
踏
切

事
故
な
ど
に
よ
る
死

傷
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
す
で
に
十

件
の
事
故
が
発
生
し

三
人
の
死
亡
及
び
重

傷
者
が
出
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
事
故

は
列
車
運
転
上
危
険

で
あ
る
乙
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
本
人

自
身
が
最
も
危
険
で

で

す

く
の
出
張
所
で
お
申
込
み
下
さ

い
。
申
込
用
紙
を
紛
失
さ
れ
た

と
き
は
各
出
張
所
に
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
へ

O 

O 

す。皆
さ
ん
も
こ
の
こ
と
を
十
分
認

識
し
て
い
た
だ
き
、
次
の
乙
と
に

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
線
路
を
通
っ
た
り
、

線
路
付
近

で
の
遊
び
は
絶
対
に
し
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

O
踏
切
で
は
確
実
に
停
止
し
て
、

安
全
を
確
か
め
て
通
っ
て
下
さ

い。

踏
切
上
で
エ
ン
コ
し
た
と

き
は
、
ま
ず
列
車
を
止
め
る
手

配
を
と
っ
て
下
さ
い
。

O
踏
切
や
線
路
の
近
く
で
遊
ん
で

い
る
子
供
を
見
か
け
た
と
き
は

遠
慮
な
く
注
意
し
て
下
さ
い
。

(
長
崎
鉄
道
公
安
室
)

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

¥ 

天

正

遣

欧

少

年

使

節

。
千
々
石
ミ
ゲ
ル

千
々
石
町
の
橘
神
社
左
手
上

方
に
「
天
正
遣
欧
少
年
使
節
ド

ン
・
ミ
ゲ
ル
千
々
石
清
左
衛
門

之
碑
」
と
刻
ま
れ
た
、
堂
々
た

る
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

使
節
の
も
う
一
人
の
正
使
、
千

々
石
ミ
ゲ
ル
の
生
誕
地
が
、
乙

の
千
々
石
町
に
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ミ
ゲ
ル
は
、
乙
の
千
々
石

城
主
千
々
石
直
員
(
の
う
か
ず
)

の
子
息
と
し
て
、
永
禄
十
二
年

(
一
五
六
九
)
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
幼
年
時
代
は
戦
国
の

合
戦
の
中
に
あ
り
、
ミ
ゲ
ル
出

生
後
間
も
な
く
、
父
直
員
は
佐

賀
の
龍
造
寺
氏
の
攻
撃
を
・
つ
け

て
自
刃
し
、
ま
た
ミ
ゲ
ル
の
兄

も
戦
死
し
た
た
め
に
、
母
一
人

@
記
録

子

一
人
の
境
遇
の
中
で
成
長
し

て
い
ま
す
。

ヴ
ォ
ロ

l
ニ
ア
の
元
老
院
日

記
は
、
ミ
ゲ
ル
の
こ
と
を
次
の

よ
う
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

ド
ン
・
千
々
石
ミ
ゲ

ル

有
馬
の
最
初
の
従
兄
弟
に

し
て
、
大
村
領
の
君
ド
ン

・
バ
ル

ト
ロ
メ
オ
ヘ
大
村

純
忠
)
の
甥
。
肥
前
園
生

ま
れ
、
有
馬
王
プ
ロ
タ
ジ

オ
(
有
馬
晴
信
)
の
使
者

千
々
石
直
員
の
子
、
エ
モ

ノ
ス
ケ
、
十
七
歳

こ
れ
に
よ
っ
て
、

ミ
ゲ
ル
は
島

原
の
有
馬
晴
信
の
名
代
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
乙
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
ミ
ゲ
ル
は
、
有
馬
晴

信
と
は
従
兄
弟
の
関
係
で
し
た

し
、
有
馬
家
か
ら
大

村
家
に
養
子
に
い
っ

た
大
村
純
忠
の
甥
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
三
者
の
関
係
を

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

系
図
に
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑤ 

払
た
ち
の
ご
く
身
近
か
な
と
こ

ろ
で
、
毎
日
の
よ
う
に
交
通
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

は
一
家
の
住
を
、
あ
る
い
は
ど
家

族
を
予
告
な
し
に
お
そ
っ
て
き
ま

す。
乙
う
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故
に

あ
っ
た
方
々
の
救
済
は
市
民
の
総

力
で
、
と
い
う
願
い
の
も
と
に
誕

生
し
た
の
が
、
乙
の
市
民
交
通
傷

害
保
険
で
す
。

乙
の
傷
害
保
険
は
、
自
動
車
事

故
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
転
車

事
故
、
歩
行
中
に
自
動
車
な
ど
に

は
ね
ら
れ
傷
害
な
ど
を
被
っ
た
場

合
な
ど
も
保
険
金
の
請
求
が
で
き

ま
す
。万一
の
事
故
に
備
え
、
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

掛
金
四
百
八
十
円
、
一
人
二
口

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
金
五
千
円

t
最
高
八
十
万

円
ま
で
、
二
口
加
入
の
場
合
は

そ
の
倍
額
で
す
。

申
込
方
法
各
ご
家
庭
へ
お
届
け

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

有

馬

主

司

言

「

義

直
l
町
布

有
馬
一
大
村

晴
純
「
純
忠

一
千
々
石
千
々
石

「

直

員
|
ミ
ゲ
ル

橘
神
社
ち
か
く
の
記
念
に
碑

「ド

ン
・
ミ
ゲ
ル
千
々
石
清
左

衛
門
」
と
そ
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
る
乙
と
を
前
述
し
ま
し
た

が
、
ミ
ゲ
ル
は
キ
リ
ス
ト
教
名

で
「
聖
ミ
カ
エ
ル
」
に
由
来
し

て
い
る
乙
と
は
、
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
清
左
衛

門」

と
い
う
名
前
は
、
ミ
ゲ
ル

と
い
う
教
名
を
す
て
、
帰
国
後

に
名
乗
っ
た
も
の
で
す
。
す
な

わ
ち
、
四
人
の
う
ち
こ
の
ミ
ゲ

ル
だ
け
が
、
の
ち
に
キ
リ
ス
ト

教
の
信
仰
を
捨
て
、
大
村
純
忠

の
子
大
村
喜
前

(
よ
し
あ
き
)

の
も
と
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
迫

害
す
る
立
場
で
行
動
し
た
と
、

大
村
家
の
記
録
は
伝
え
て
い
ま

す。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

• t 



住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

下
水
道

※ 

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
が
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〉

fゴミの減量化に ¥ 
"--皆さんのご協力をJ

一

国

際

障

害

者

年

一

一

s完
全
参
加
と
平
等

S

一

一

ご

害

じ

で

す

か

一

一

(O
自

動

車

税

の

減

免

※
新
規
登
録
の
人
は
登
録
申
請

一

の

と

き

一

-

身

体

障
害
者
が
自
分
で
運
転

@
自
動
車
、
軽
自
動
車
の
取
得
-

一
す
る
場
合
、
ま
た
、
単
独
歩
行

の
場
合
は
取
得
税
の
減
免
措

一

-
が
困
難
な
身
体
障
害
者
、
精
神

置
が

あ

り

ま

す

。

-

一
薄
弱
者
の
通
学
、
通
院
、
生
業

※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
諌
一

一
の
た
め
に
同

一
生
計
者
が
斉
転

阜
県
税
事
務
所
(
諌
早
③

l
一

一
す
る
場
合
、

自
動
車
税
及
び
軽

0
0
一
O
)
へ

一

一
自
動
車
税
の
減
免
措
置
が
あ
り

て
志
す

0

0

0

0

一

一
申
請
手
続

ω障
害
者
本
人

が

一

一
運
転
す
る
場
合
U

身
体
障
害

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

一

一
者
手
帳
、

運
転
免
許
証
、
車

三

月

二
十
八
日
(
土
)
一

一
検
証
、
印
か
ん
を
持
参
し

て

午

後

一

時

t
三
時
ま
で
一

一

自

動

車

税

に

つ

い

て

は

諌

早

福

祉

セ

ン

タ

ー

一

-

県

税

事
務
所
へ

、
軽
自
動
車

一
に
つ
い
て
は
市
税
務
課

へ

0

0

0

一

一
凶
同
一
生
計
者
が
運
転
す
る
場

一

一

合

Hω
の
ほ
か
に
福
祉
事
務
@
障
害
者
へ
の
エ
チ
ケ
一

一

所

長

発

行

の

身

体

障

害

者

等

ツ

卜

-

一

一

の

通

学
等
用
自
動
車
の
減
免

一

人
間
一
人
ひ
と
り
が
千
差
万
目

一

の

た

め

の

一

、

M

M

M

r

u

で
あ
る
よ
う
に
、
障
害
者
一
一

m

y

d

t

証

明

書

が

B

一

J
M
Y

、
、
必
要

人
ひ
と
り
も
す
べ
て
違
う
人
間
一

一

E

肝

W
H
申
請
期
限
で
す
。
そ
の
人
格
を
認
識
す
る
一

一

も

ミ

可

-

五

月

二

十

乙

と
が
障
害
者
に
対
す
る
エ
チ
一

一

d
M
M
U
W
4
三

日

ケ

ッ

ト

の

基

本

で

す

。

一

午
前
九
時

t
十
一
時
ま

百
キ
ロ
ご
と
に
二
百
円

※
搬
入
と
同
時
に
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
詳
し
'く
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
曾

④ー一一二

O
O
〉へ

さ
れ
る
前
に
も
う
一
度
再
生
利
用

に
心
が
け
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ど

協
力
下
さ
い
。

特
に
、
古
新
聞
、
雑
誌
類
、
ビ

ン
類
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
芯
ど
は
町
内

会
で
一
括
し
て
業
者
に
引
取
ら
せ

る
な
ど
、
資
源
の
回
収
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
事
業
活
動
(
事
務
所
、

商
庖
、
飲
食
居
な
ど
)
か
ら
生
じ

る
一
切
の
ゴ
ミ
は
、
事
業
者
自
か

ら
処
理
す
る
の
が
原
則
で
す
。
し

か
し
、
処
理
不
可
能
な
場
合
は
直

接
、
清
掃
セ
シ
タ
l
へ
自
己
撮
入

し
て
下
さ
い
。

〔
搬
入
受
付
時
間
〕

。
平
日
午
前
九
時

t
十
一
時
一
一
一

十
分
ま
で
、
午
後
一
時

t
四

時
ま
で

。
土
曜で

※
土
曜
の
午
後
及
び
日
曜

・
祝
祭

日
は
撮
入
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

〔
処
理
手
数
料
〕

昭和56年3月15日
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古新聞などは再生利用を

O 

O 

O 

運

転

;者

講

習

会

を

5

開

催

3
月

幻

自

か

ら

各

地

区

で

車
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
乗
合
せ
る
な
ど
し
て
受
講

さ
れ
る
よ
う
ど
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
四

月
六
日

l
十
五
日
ま
で
の
十
日
間

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
乙
の
運
動
の

一
環
と
し
て
運
転
者
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
下

さ
い
。

※
昭
和
五
十

三
年
春
の

講
習
会
以

降
継
続
し

て
六
回
受

講
さ
れ
た

人
に
は
粗

品
を
差
し

上
げ
ま
す

会
員
証
を

ど
持
参
下

さ
い
。

※
市
民
会
館

会
場
は
、

季
節
的
に
ゴ
ミ
の
多
い
時
期
に

入
り
ま
す
が
、
各
家
庭
で
は
排
出

if 

り

一
円
2
輪

車

は

昼

間

も

点

灯

を

一

一
昨
年
、
二
輪
車
の
交
通
事
故

十
四
件
も
減
少
し
ま
し
た
。
一

一
は
二
十
二
件
で
、
前
年
に
比
べ
こ
れ
は
、
昨
年
か
ら
実
施
し
一

、
て
い
る
二
輪
車
昼
間
点
灯
運
動

一

〉

〉

』

〉

の

効

果

と

思

わ

れ

ま

す

。

一

-
e
r司
4
A
札

u

h

戸。ι
F

唱

、1
Kぷ
似
を
佼

νーレ
今
年
も
二
輪
車
の
事
故
を
な
一

一

毎

場

本

学

恥

蜘

Y)
く
す
た
め
、

昼
間
点
灯
を
励
行
一

tM山
/

J

r

刈

ts
耳
切

1
1
司、

、‘/的雪
F誌
、

し

ま

し

ょ

う

。

一

J

〈

J
C

(
生
活
環
境
課
)
-

r
・!
t
‘・
1
・1
，、
.
1
・1
・1
，‘
t
‘t
‘t
、l
‘ー‘
.. ‘，、
.
1
t
‘・
1
4
、.‘、，‘・
!
L
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(4) 

学
資
を
貸
付
け

ら
の
本
格
的
な
花
の
季
節
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

期
間
中
、
民
踊
や
歌
謡
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
す
。
「
海
上
空
港
の

あ
る
花
と
史
跡
の
ま
ち
」
お
お
む

(商
工
観
光
課
)

り

O 

O 

O 

おおむ

母
子
家
庭
の
方
へ

合
春
う
ら
ら
か
な
花
見
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
大
村
公
園
で
は

こ
れ
か
ら
、
桜
・
つ
つ
じ
・
花
菖

蒲
が
咲
き
続
き
ま
す
。
桜
は
例
年

四
月
一
日

t
十
五
日
(
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
か
ら
八
重
桜
ま
で
)
が
見
頃

で
す
。

入
学
費
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※ 

小
さ
な
親
切
で

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

心
が
か
よ
う

のまのをたぶに世で春四年れついか・あ・ 節語り 212はフば葉い
なす行からたか紀し分月とていうつ・ちフそ」につ℃プ=オ lかでつ「
い。 事 つめめわ以たのーいいてよが・ら lしと訳の包リ司 1}レクすて四
いいの い なにつ後。行日えまはうれ・でノレていしで'T1)レ g )レのつがも月
たず始だ贈四て、そ事はばすいでた・はと、うた、~・云・乙ま、、一
ずれまりり月か新れのさ 春 がろす4 人・四いエわのこ号フ dフとりいな日
らにりし物ーら年が最ま分昔い。の月う lけがれ・ !ωl でエわじは ぐ

でしとたを日もが十後ざのはろ起乙一場プで「を EJレご jレす lゆみ万f
人てものしに 昔 一六のま目、い源と日合リす万自己ヌ?とズ。プるの愚土
をもいがたはを月 日なで新わにをに、 Jレ。愚本と・か・欧リタな節三
か 、わ 、り 、し一 瞬喧一一一一一 一ペー…一一一一 iデ、デ米 Jレ四い」

つ罪れ乙人での日 藍謹 一一 一 一一 I I エ lで・月言と
臨 工ープリjレ・フール

っ，るはでらサれ 藍詰I I Iζ よ明うでむりぎ
がか日新すとパは 副嗣L一人一心一 一一一一一一一一一一一一一一J はう治話い風
れつ 。年。いははか読かサば 因休たいくでプのであで時もい習むち
るぐと度 四 うややとむ 。パかフがみ、かまはレ日すます代あのでだよ
人人この月程すト思」日(のラあとこらしなゼな。りがかりはす走つ
クろス一度やチいと本 鯖 乙ンるいのでいいンどク人、らま午がりと J 
?そで夕日のすリま関語 γ とスょう日しむのトとリ気最知す前、を悩
れ、!は意とでし係のとをでう乙はよきでをちスが近ら。中人さま
とあト、味 釣 、たが「・ー 4 はでと学うに、すがマなのれ日だをせせ
もなに日だれ四があサ勺四、すに校か受 商 るつスいヤて本けかてて
，たあ本そる月、るパウ月四。もが。け魂行てやよンいでとっ楽み
かはたでうかの乙のをとの月 原春まなた事、母うグたはいいした ・:

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)
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※ 

海
や
川
を
守
る
た
め

注
射
と
検
診

-
3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
二
年
九
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
同

4月の日曜・祭日当番医

1日!診療科目 ! 病医院名 |所在地!電話

年
三
月

t
八
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日

時

三

月

二
十
六
日

午
前
九
時

t
九
時
三
十
分

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
今
月
の
対
象
者
に
は
個

人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、

し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

4月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 1 時間 | 場所 il 対 象 1
79:30-10:00 I大村保 健所 生後4カ月までの乳児
I 13:30-15:00 I松原出張所妊婦と乳幼児
|9:30-11:00 i J.I..- M UJ ;JE= = I 
13 1 13 ~ öö':î5~öÖ I竹松出張所 |乳幼児 1 

14 I 9:30-10:001大村保健所 |生後5-7カ月の乳児 i
2019:30--10:ooj萱瀬出張所 |妊婦と乳幼児 | 

午前9時~午後6時

-3月の
日
曜
・
祭
日

当
番
医
が
一
部
変
更

診療時間

三
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の

日
曜
・
祭
日
当
番
医
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
変
更
後
は
次
の
と
お

り
で
す
。

「三
月
二
十
一
日
〕

。
野
口
内
科
(
西
大
村
本
町
、

雷

②
|
二
三
三
九
)

。
岩
崎
眼
科
(
西
本
町
、
曾
③

|

三
四
三
五〕

〔
三
月
二
十
二
日
〕

。
今
回
内
科
(
桜
馬
場
二
丁
目
、

宮
③
i
三
O
三
二
)

。
福
田
産
婦
人
科

(古
町

一
丁
目

雷
②

i
六
一
二
四
)

(
大
村
市
医
師
会
)

田
急
性
灰
髄
炎
(
小
児

マ
ヒ
〉
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与
を
行
い
ま

す
。
生
後
六
カ
月

t
二
十
四
カ
月

ま
で
に

二
回
投
与
を
済
ま
せ
る
よ

う
心
が
け
て
下
さ
い
。

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
で
初

回
投
与
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼

児
及
び
二
回
目
の
投
与
が
済
ん

で
い
な
い
乳
幼
児

料
金
無
料
で
す
が
、
前
年
度
の

市
民
税
額
を
お
た
ず
ね
し
ま
す

の
で
必
ず
調
べ
て
き
て
下
さ
い

受
け
ら
れ
な
い
人

。
発
熱
や
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患

の
乳
幼
児

。
重
症
結
核
、
心
臓
血
管
系
疾
患

病
後
衰
弱
、
栄
養
障
害
の
乳
幼

児
。
種
と
う
及
び
麻
し
ん
な
ど
生
ワ

ク
チ
ン
接
種
後

一
カ
月
を
経
過

し
て
い
な
い
乳
幼
児

※
当
日
は
母
子
健
寮
手
帳
を
ど
持

参
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

-
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

一
般
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

4月の健康相談日程

~I 91031:jmZ16:oo l 
1 乳幼児相談 |妊婦教室(第1回以
6 I妊婦 相談 i一般健 康相談 i

8しー/寸 妊婦教室(第2回)I 
15 I乳幼児相談 |妊婦教室(第3回〉

1

22 
1 

_ ____  

一 一一|妊婦教室(第4回)i

~ .~ rfJfJ 3月は国民健康保険税 (6期〉の納期です ! 
じヒ~失そγ 納期内に納めましよう 1 
ι でー 税務課 f
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H川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川加川川川制揃

-
中
地
区
公
民
館
の
管

理
人

中
地
区
公
民
館

六
畳
、
四
畳

入
居
場
所

管
理
人
室
の
間
取

半
、
台
所
、
浴
室

入
居
条
件
配
偶
者
の
あ
る
人
で

平
日
は
午
後
五
時

t
翌
朝
八
時

三
十
分
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午

か
ら
、
日
曜
祝
日
及
び
年
末
年

始
の
休
館
日
は
終
日
管
理
で
き

る
人

申
込
期
限
三
月
二
十
五
日

応
募
手
続
入
居
申
込
書
(
社
会

教
育
課
に
あ
り
ま
す
)
及
び
市

販
の
履
歴
書
に
写
真
を
は
っ
て

社
会
教
育
課
へ

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
市
営
原
口
ア
パ
ー
ト

入
居
者
ハ
追
加
募
集
)

-
1
1
J
i
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-
!
-

一

議

-

1

市

民

相

談

コ

ー

ナ

ー

で

-

一

一

目

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

一
巨
ん
ぼ
崎
は
い
¥
一

-

一

厚

生

・

国

民

年

金

相

談

一

日

時

四

月

二

日

-

一

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

午

前

十

時

t
午
後
三
時
一

一

日

時

三

月

二

十

五

日

一

行

政

相

談

一

一

一
午
前
十
'
時
t
午
後
三
時

(
毎
月
第
二
木
曜
日
)
一

一

一

不

動

産

相

談

一

日

時

四

月

九

日

一

一
rilie--~佐
庁
第
四
金
曜
日
)
午
前
九
時
三
十
分

t
正
午
一

一

日

時

三

月

二

十

七

日

一

登

記

相

談

一

一

一

午

後

一

時

t
四

時

(

毎

月

第

二

金

曜

日

)

一

一

一

人

権

(

身

の

上

)

相

談

，

一

日

時

四

月

十

日

一

一

(

毎

月

第

一

木

曜

日

)

午

前

九

時

三

十

分

I
正
午
一

※ 

空

力

ン

の

投

げ

捨

所
在
地

原
口
町
五
九
九

種
別
第
二
種
住
宅

構

造

耐

火
構
造
四
階
建

間
取
六
畳
三
間
(
和
・
和
・

洋
)

D
K
、
浴
室
(
浴
槽
は
入
居
者

で
設
置
)
便
所
(
水
洗
)

家
賃
一
万
九
千
五
百
円
(
予
定
)

敷
金
家
賃
の
三
カ
月
分

戸
数
二
十
戸
程
度

入
居
可
能
日
四
月
一
日

募
集
締
切
一
杯
に
な
り
し
だ
い

締
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
建
築
課
へ

-
春
休
み
学
童
保
育
所

を
開
設

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ツ
子
の
小
学
校
低
学
年
を
対

象
に
開
設
し
ま
す
。
み
ん
な
と
楽

し
く
遊
ん
だ
り
、
朝
は
勉
強
時
間

も
あ
り
ま
す
。

期

間

三

月

二
十
五
日

t
四
月
四

日
ま
で
(
日
曜
は
休
み
)

午
前
八
時
l
午
後
五
時
三
十
分

場
所
中
地
区
公
民
館
別
館

(医

師
会
館
う
ら
)

受
付
三
月
二
十
二
日
(
日
)
午

前
十
時

t
十
一
時
ま
で
学
童
保

育
所
に
て

※
詳
し
く
は
大
村
学
童
保
育
父
母

の
会
(
今
吉
富
②
l
六
六
七
八
)

へ
夜
に

(
福
祉
課
)

て

は

や

め

ま

ス
ポ
ー

ツ

-
大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
大
会

健
康
の
保
持

・
増
進
を
目
的
に

走
る
こ
と
を
楽
し
も
う
と
す
る
人

を
対
象
と
し
た
競
技
会
で
す
。
経

験
者
、
初
心
者
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
気
軽
に
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
四
月
十
二
日
(
日
)

〔受
付
〕
午
前
八
時
三
十
分
1
九

時〔
開
会
式
〕
午
前
九
時
二
十
分
l

九
時
三
十
分

〔
ス
タ
ー
ト
〕
午
前
十
時

集
合
場
所

茸
瀬
小
学
校
運
動
場

コ
i
ス

萱
瀬
小
学
校
を
中
心
と

す
る
周
辺
道
路

種
目
。
二
キ
ロ

日
小
学
生
コ

l

ス
(
小
学
生
男
女
、
全
女
子
)

。
三
キ
ロ
H

中
学
生
男
子
コ

l
ス

(
中
学
生
男
子
)

。
五
キ
ロ

H
健
康
マ
ラ
ソ
ン
コ

l

し

よ

，っ

ス
(
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
。

た
だ
し
、
完
走
記
録
証
の
み
と

す
る
。
)

。
十
キ
ロ
H
競
走
マ
ラ
ソ
シ
コ

l

ス
(
高
校
生
男
子
、
一
般
男
子
)

参
加
資
格
市
民

参
加
費
無
料
(
た
だ
し
、
保
険

加
入
金
五
十
三
円
を
申
込
み
と

同
時
に
納
入
す
る
こ
と
)

申
込
方
法
四
月
四
日
(
正
午
)

ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
教
育
委

員
会
体
育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
市
陸
上
競
技
協
会
、
大
村

走
ろ
う
会

※
完
走
者
に
は
完
走
記
録
証
を
贈

り
ま
す
。-m年

度
補
助
グ
ラ
ン

ド
・
郡
中
グ
ラ
ン
ド

の
ナ
イ
タ
ー
使
用

タ
チ
l
ム
登
録
が
必
要
で
す
ク

登
録
内
容
責
任
者
、

保
証
人
二

人
、
チ

I
ム
名
簿

※
様
式
は
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

抽
選
日
・
使
用
期
間

〔
五
日
〕
当
月
の
十
六
日

t
月
末

〔
二
十
日
〕
翌
月
の
一
日

t
十
五

口
μ

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
翌
日
の

平
常
臼
と
し
ま
す
。

抽
選
締
切
時
間
補
助
グ
ラ
ン
ド

は
午
後
二
時
、
郡
中
グ
ラ
ン
ド

は
四
時
、
市
役
所
の
第
七
会
議

室
で
受
付
締
切

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
三
種

審
判
員
認
定
講
習
会

審
判
員
認
定
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
多
数
受
講
下
さ
い
。

日
時
三
月
二
十
二
日
(
日
)

午
前
九
時
l
午
後
三
時
ま
で

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

受

講

料

無
料

申
込
方
法
当
日
受
付
け
ま
す
。

主
催

市
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

後
援
市
教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

(
賓
③

l
七
八
八
三
)
へ

-
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
成
績

二
月
十
五
日
、
市
民
体
育
館
で

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

「六
年
男
子
A
〕
①
松
原
⑨
福
重

〔六
年
男
子
B
〕
①
鈴
田
②
松
原

〔五
年
男
子
〕
①
松
原
②
福
重

〔六
年
女
子
A
〕
①
松
原
②
大
村

〔六
年
女
子
B
〕
①
西
大
村
②
鈴

田〔
五
年
女
子
〕
①
西
大
村
②
大
村
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-
春
休
み
子
ど
も
映
画

4
Z
 

映
画
「
南
海
の
漂
流
」

は
鉄
兵
」

日
時
・
場
所
三
月
二
十
六
日

。
午
前
十
時
l
正
午

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

。
午
後
一
時

t
三
時

中
地
区
公
民
館

対
象
小
学
校
全
学
年
・
子
ど
も

会
・
父
兄

入

場

料

無

料

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

i
(
曾
④
|
一
二
一
ム
ハ
一
)
へ 「

お
れ

-
錦
鯉
の
品
評
会

り

錦
鯉
の
品
評
会
を
行
い
ま
す
。

多
数
ど
観
賞
下
さ
い
。

日
時
三
月
二
十
九
日
(
日
)

午
前
九
時

t
午
後
二
時

大
村
公
園
(
墳
水
の
と
こ

おおむ

場
所

市敬だより(7) 

巴コ

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

ろ
)

主
催
大
村
愛
鱗
会(社
会
教
育
課
)

-
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム

教
養
講
座

四
月
か
ら
開
設
さ
れ
る
教
養
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
申

込
み
順
で
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

切
り
ま
す
の
で
早
自
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

期
間
四
日
μ
t九
月
ま
で
(
前
期
)

週
一
回
、
一
カ
月
四
回

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
二
時
間

種

目

〔

月
曜
〕
料
理
A

〔
火
曜
〕
き
も
の
着
付
け
、
陶
芸

生
花
A

〔
水
曜
〕
書
道
ペ
ン
、
コ
ー
ラ
ス

〔
木
曜
〕
料
理
B
、
茶
道

〔
金
曜
〕
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、

生
花
B

対
象
市
内
在
住
ま
た
は
勤
め
て

い
る
勤
労
青
少
年

受

講

料

無

料

(
材
料
費
は
実
費

個
人
負
担
)

申
込
方
法
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
勤
労
青
少
年
ホ
!
ム
へ

-1級・
2
級
技
能
士

通
信
講
座

訓
練
期
間
一
年
間
(
申
込
み
は

い
つ
で
も
で
き
ま
す
)

訓

練

科

二

級
〕
機
械
加
工、

仕
上
げ
、
板
金
、
配
管

〔
ニ
級
〕
機
械
加
工
、
機
械
検
査

仕
上
げ
、
板
金
、
配
管
、
製
缶

鉄
鋼
熱
処
理
、

機
械
製
図
、
時

計
修
理、

鋳
鉄
鋳
物、

鋳
鋼
鋳

物、

電
気
め
っ
き
、

板
金
、
回

転
電
機
組
立
て
、
洋
服
、
横
編

み
メ
リ
ヤ
ス
、
と
び
、
左
官
、

タ
イ
ル
張
り
、
配
管
、
建
築、

，フ
ロ
ッ
ク
建
築
、
家
具
木
工、

建
具
、
木
型
、
活
版
製
版
、
凸

版
印
刷
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
、

金
属
塗
装
、
建
築
塗
装
、
広
告

美
術

受

講

料

一

級
H
八
千
円

二
級
H

六
千
円

※
詳
し
く
は
長
崎
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
(
諌
早
市
小
船
越
町
一

一
一
三
、
雷
諌
早
②
|
二
三
二

一一一
)
へ

(
商
工
観
光
諜
)

割表 4月--7月

三浦地区各町内 鈴田地区各町内・ 乾馬場町.古町5・6区. 古町住宅西 |第1月曜日 6 I QD i 1 6 I 

東浦.前舟津.外浦小路.下久原.上久原.久原官舎.後木場上.後木場下 |第1火曜日 己工仁亙 亡工I_JI 
向木場.岩舟.日向平.上小路.須田ノ木.岩舟住宅久原第2団地 ! 第3火曜日 l~i19 . T161-21~1 
久原団地.本小路.片町第1・第2.本町第1・第2.西本町第1・扇 .Iーすほ雇百-h了 i二王 |二豆コ二工ゴ
東本町 | 第3水曜日 I---U-I 20 17 I 15 
三域第1・第2.水主町.有楽街.武部.田ノ平.小佐古.大佐古 第1木曜日 1_2_1_7_1_4一|-1J
柴田.向陽町.水田1区.柴田団地 ! 第3木曜日 !~I~!~I~i 
赤佐古. 旭町団地. 草場. 池の坊. 駅前アパート. 常盤団地 第1金曜日 !_~_i_1_i_5_1_3_1 

池田9・10・11区. 池田アパート. 池田. 坂口町・ 坂旦竺圭一一一!第3金曜日 17 1.15 19 17 

反訪. 中諏訪. 諏訪1区. 諏訪7・8区. 東諏訪 i 第1土曜日 4 1_2_i_6_1_4_! 

荒平.水計.徳泉川内.大多武.横山頭.雄ケ原.城ノ尾.橋本.宮本.詰
南松本.北松本.久津.松尾.寺本.山下.梶ノ尾.梶ノ尾団地.権池

古町水田町水田2区杭出津3区 4区上・下杭出津 |第2火曜il土佐;土11l
辻田.昭和通.西小路.新城 ; 第4火曜日 I 28 I 26 ! 23 28 ! 

松並1丁目・中央町・ 乾馬場住宅・松並2丁目・協和町・ 松山町 第2水曜日 I 8 I 13 I 10 I 8 1 
松山第2・植松1・2・3丁目.植松住宅 i 第4水曜日 1 22 1~I~i~ι! 
西大村本町第1・第2.桜馬場1丁目.桜馬場第2.古賀島.森園町 第2木曜日 9 ! 14 11 I 9 
今津町・原口町・堺町・ 原口住宅・ 富ノ原1・2丁目・原口アパート i 第4木曜日 1IEEi亙~I 23 l 
大川田町.竹松本町第1・第2.小路口町.竹松住宅.小路口住宅.小路口 i第2金曜日 行0 1 8 12 10 
本町鬼橋町.竹松町.宮小路1・2・3丁目.宮小路九電社宅・黒丸町 i第4金曜日 ;三子三子13下124-;

i第2土曜日 汀了|一一91寸了|寸了i
j 第 4 土曜日 はし! -----.2ß~i~!~i

i第3月曜日 也 lJiif-iE
第4月曜日 27 25 22 27 

日集収物燃不
名

一

新

築

・

増

築

な

ど

を

さ

れ

た

ら

一

一

完

成

届

の

手

続

き

を

一

一
昭
和
五
十
四
年
一
月
以
降
建
市
生
活
環
境
課
で
手
続
き
を
す
一

一
築
物
を
建
築
さ

れ

完

成

宮

提

ま

せ

て

下

さ

い

@

一

一
出
さ
れ
て
い
な
い
建
築
王
は
、

内町

東諏訪諏訪7・8区.諏訪1区.中諏訪.下乱上尋

沖田. 寿古. 皆同. 今富. 立福寺. 弥勤寺. 矢上. 草場

野田.重井田.北木場.今山.東光寺.北・南野岳.平原.松扉野田.
武留路.乾馬場町.古町5・6区.古町住宅西
|黒木北・南川内・久良原・中岳・ 宮代・原・ 荒瀬・田下・宮末有1・
2区.北・ 南松本.久津.寺本.山下.梶 ノ尾.梶ノ尾団地.橋本
O言nは祝祭日のため収集日が変更になりますのでご注意下さい。
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そ

の

他

圃
市
の
請
求
書
関
係
の

用
紙
が
変
わ
り
ま
す

1
4月
1
日
か
ら
l

本
市
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
か

ら
懸
案
の
伝
票
会
計
に
移
行
す
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
切
替
え
に
伴
い
、

市
に
納
入
さ
れ
た
物
品
な
ど
の
代

金
請
求
は
、
す
べ
て
伝
票
方
式
と

な
り
ま
す
。
伝
票
は
二
部
複
写
で

黒
色
の
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使
っ
て
所

定
の
欄
に
記
入
す
る
も
の
で
す
。

ス
イ
ッ
チ
は
手
ま
め
に

点

滅

し

ま

し

ょ

う

ち
ょ
っ
と
部
屋
を
出
る
と

き
で
も
、
手
ま
め
に
ス
イ
ッ

チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

が
、
電
気
を
大
切
に
使
う
コ

ツ
で
す
。

う
っ
か
り
消
し
忘
れ
が
ち

な
の
は
、
子
供
部
屋
、
浴
室

洗
面
所
、
納
戸
、
炊
事
場
、

ト
イ
レ
な
ど
出
入
り
の
多
い

と
こ
ろ
で
す
。
家
族
み
ん
な

で
気
を
つ
け
て
、
不
要
な
あ

か
り
は
消
す
よ
う
に
し
ま
し

様
式
は
市
で
印
刷
し
て
い
ま
す
の

で
、
従
来
ど
お
り
担
当
課
か
ら
交

付
を
受
け
て
下
さ
い
。

新
制
度
を
円
滑
に
乗
り
切
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

圃
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

利
用
者
は
使
用
許
可

申
請
と
災
害
補
償
保

険
の
加
入
を

(
会
計
課
)

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

(

長

崎

市

・

団

長

宮

崎

秀

門

ほ

一

か
三
人
)
舞
踊
マ
出
口
ウ
タ
一

マ

志

田

光

夫

(

武

部

郷

・

亡

父

枚

一

(
小
路
口
町
)
カ
プ
二
十
六
キ
-

一

香

典

返

し

敬

称

略

重

次

郎

〉

十

万

円

市

立

病

院

へ

一

口
、
漬
吻
五
・
五
キ
ロ
マ
日
-

マ
永
尾
房
枝
(
鬼
橋
町
)
長
イ

一

文

化

基

金

へ

-

績

寄

付

敬

称

略

ス

五

脚

本

専

売

公

社

大

村

営

業

所

日

ハ

一

一

マ

琴

岡

正

徳

(

武

部

郷

・

亡

父

社

会

福

祉

協

議

会

へ

国

際

障

害

者

年

事

業

へ

イ

ラ

イ

ト

二

千

本

マ

鈴

木

宏

一

一
富
市
)
十
万
円

マ
坂
本
シ
モ
(
一
の
郷
)
六
千
マ
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊
一
子
(
名
古
屋
市
)
う
ど
ん
六
十
一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

五

百

円

曹

会

(

代

表

名

切

元

史

朗

)

十

把

、

無

リ

ン

洗
剤
三
十
箱
ほ
か
一

一

マ

松

添

悦

枝

(

武

部

郷

・

亡

夫

九

万

千

五

百

十

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

五

点

マ

大

村

歌

謡

愛

好

会

一

一
武
)
三
万
円
マ
永
田
朝
子
マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈
清
和
国
へ

~
(
杭
出
樟
二
丁
目
・
亡
夫
久
年
)
恵
荘
へ
漬
物
四
キ
ロ
マ
南
タ
マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
沢
(
会
長
牛
島
義
昭
ほ
か
十
二
人
)
一

一
二
十
万
円
マ
森
利
秋
(
酉
一
ニ
マ
(
桜
馬
場
二
丁
目
)
慈
恵
荘
田
優
子
ほ
か
七
人
〉
舞
踊
と
ゲ
歌
謡
曲
、
民
謡
慰
問
一

一

城

町

・

亡

妻

泰

代

)

八

万

円

へ

手

編

み

カ

ー

デ

ィ

ガ

ン

十

四

!

ム

マ

日

本

舞

踊

団

玉

扇

会

一

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
を
四
月
か

ら
利
用
し
た
い
と
い
う
人
は
、
新

た
に
ホ

l
ム
使
用
許
可
申
請
の
手

続
き
が
必
要
で
す
ρ

ま
た
、
同
時

に
災
害
補
償
保
険
に
も
加
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
ホ

i
ム
で

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

保
険
は
四
月
十
五
日
か
ら
一
年
間

有
効
で
、
保
険
料
は
年
額
一
人
二

百
九
十
円
で
す
。

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
と
は
、
市

の
条
例
で
市
内
在
住
ま
た
は
勤
め

て
い
る
二
十
五
歳
未
満
の
勤
労
青

少
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し

年
令
が
超
過
し
て
い
る
人
で
、
勤

務
の
都
合
上
、
ホ
l
ム
の
教
養
講

座
な
ど
諸
行
事
に
参
加
希
望
す
る

人
は
、
特
別
に
認
め
ら
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
そ
の

旨
を
お
申
し
出
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
曾
③
|
一
三
五
三
)
へ

-
労
働
保
険
の
年
度
更

新
申
告
書
の
提
出
を

昭
和
五
十
五
年
度
労
働
保
険
確

定
保
険
料
及
び
昭
和
五
十
六
年
度

労
働
保
険
概
算
保
険
料
を
申
告
・

納
付
し
て
い
た
だ
く
年
度
更
新
の

時
期
が
せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
皆
さ

閑静で家庭的な
親しみやすい雰囲気・…・・市民の厚生施設

小浜温泉;h.みるえ孟
倉小浜(09577) 4 -2383 
または大村市社会福祉協議会宿泊係・ g③1351 

ん
が
自
主
的
に
申
告
・
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

四
月
一
日

t
五
月
十
五
日
ま
で
の

聞
に
、
労
働
保
険
料
を
直
接
金
融

機
関
な
ど
を
通
じ
て
納
付
し
て
下

さ
い
。

※
詳
し
く
は
長
崎
労
働
基
準
局
、

県
雇
用
保
険
課
、
労
働
基
準
監

督
署
へ

(
商
工
観
光
課
)
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